
「問題と解説」 

厲 岺 

問題：日本語をアルカに訳す問題です。下に解答と解説があります。 

 

１：行った 

２：私は家にいる 

３：彼は妹がいる 

４：赤いリンゴ 

５：４つのみかん 

６：３番目のドア 

７：100 匹の大きな牛 

８：10 番目の大きい家 

９：強く叩く 

10：背の高い男が痩せた女を優しく撫でた 

11：君、今日は可愛いね 

12：彼は私を愛してくれている 

13：私は豚肉と鶏肉が好きだ 

14：彼は野菜も肉も好きじゃない 

15：私は彼にお金をあげた 

16：私は公園のベンチで座っていた 

17：私は昨日、彼と一緒に包丁で固いカボチャを切った 

18：私は日本の出身です 

19：明日が晴れでないと行かない（ﾏﾄを使う） 

20：あなたを好きなのだ、私は（倒置させる） 

21：ミールという少女を知ってますか 

22：私が彼にありがとうと言ったことは良いことだった（ｱﾌﾒを使う） 

23：22 をﾉﾄﾒを使って言い換える 

24：あなたは彼に私がどこにいるのか教えましたか？ 

25：門前の白い猫がひょいと塀に跳んだ 

26：あの先生は父親が医者である少女を生徒に持っている 



27：私はブドウより桃のほうが食べたい 

28：もっと大きいイチゴがほしい 

29：アルミヴァとははヴァステで悪魔たちと戦った 12人の神のことだ 

30：私たちがしなければならない全てのことは、彼に真実を告げることだ 

31：あなたがこの本を置いた机はどこにありますか？ 

32：僕のとこへ来たときと同じ状況だよ 

33：じゃあ貴方が店から客の家までピザを運んでいるの？（ﾒﾉを使う） 

34：けど君の言葉は僕が知らないものだしなぁ（ﾒﾌを使う） 

35：電気をつける 

36：PC の電源入れて 

37：朝ごはんにしましょう 

38：またやったら許さないから！ 

39：私の娘になんてことするのよ！ 

40：紫苑、あなたにアティーリは読ませたわよね 

41：じゃあ彼はどうして殺されたの？ 

42：あの母親は戦争で息子に死なれたんだそうだ 

43：どうかしたの？ 

44：いつ日本に来たの？ 

45：窓を割ったのは私じゃないよ 

46：私はミールです。どうぞよろしく 

47：あぁ、死ぬ前に一度で良いから娘の顔を見てみたかった 

48：窓を開けようか？――いや、結構 

49：もっと勉強したら？怠けちゃダメだよ 

50：この道を走ってもいいですか？ 

51：あのときは大雨のせいで公園を歩けなかったんだ 

52：果物が嫌いな人もいる 

53：誰にも秘密はばらしてないよ 

54：部屋には誰もいなかった 

 

解答と解説 



 

１：ｲﾒ-ﾉ：動詞には動詞媒介の-をつける。過去はﾉ 

２：ﾉｵ ｳﾉ-ﾌ ﾀﾉ：ｳﾉ-ﾒはﾏｵに場所を取る 

３：ﾄﾉ ﾉｶ-ﾒ ﾒｱﾌ：ﾉｶ-ﾒは所有を表わす。ﾒｱﾌ ｳﾉ-ﾒ ﾉｵだと「妹が私のところに居る」という

意味になる 

４：ｸﾌﾌｲ ｽﾉﾀ：形容詞は後置。リンゴは赤。赤ワインも赤だが白ワインは緑。紅茶は茶色 

５：ｶﾉ ﾄﾌｴﾌｲ：基数は前置 

６：ﾏｸﾌ ｶﾌ：序数は後置 

７：ｧｦｦ[ｲﾏｴﾏ] ｼﾉｲ ｱﾉｴ：４，５から 

８：ﾀﾉ ｱﾉｴ ｲﾏｵﾉ：４，６から 

９：ｼﾉｹ-ﾒ ﾉｶｵ：副詞は動詞に後置 

10：ｷﾌｵ ｴﾏﾀ ｴﾏｵｱ-ﾉ ｵﾉｱ ｷﾉｵ ﾂﾌｳ：副詞は切り離してﾀﾉｳ格にしても良い。ｷﾌｵ ｴﾏﾀ ｴﾏｵｱ

-ﾉ ｷﾉｵ ﾂﾌｳ ﾀﾉｳ ｵﾉｱ 

11：ｷﾌｴ,ｱﾌ ﾌｱ ﾉｵｲ：ｷﾌｴが純詞になっているので「今日は」というニュアンスになる。し

かも繋辞が現在なので、いつもは違うというニュアンスがある。ツンクは随意で付ける。

かなり皮肉的 

12：ﾄﾉ ｱﾌﾉﾄ-ﾒ ﾉｵ ｴﾉｵ：ころころ愛情が変らない前提なので時制は通時。文末に純詞のｴﾉｵ

をつけて命題への好意を示す 

13：ﾉｵ ｴﾉｵ-ﾒ ﾏﾃﾌｾﾒｲ/ｲﾕｱﾏｾﾒｲ：/はﾏと読む。接続詞で、連言を表わす 

14：ﾄﾉ ｴﾉｵ-ﾕ ｴｱﾒｲ ﾌﾁ ｾﾒｲ：ｴﾉｵ-ﾕはｴﾉｵ-ﾒ ﾏｴでもいい。肯定すると接続詞はﾌﾁからﾏに変

わる 

15：ﾉｵ ｷﾌｱ-ﾉ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ﾄﾉ：授受動詞は「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに[ﾌﾄから]～する」という格組を持つ。与

格はﾉﾄ 

16：ﾉｵ ｴｲﾌｵ-ﾉｵ (ﾏﾀ) ﾉﾄ ｷﾏｵｴｲﾌ ｲﾉ ｴﾏｲﾄ：再帰代詞のﾏﾀは省略できる。姿勢動詞はこのよ

うに再帰型を取る 

17：ﾉｵ ｲﾌﾄ-ﾉ ｸﾏｺﾄ ｽﾏｵ ｲﾏｵ ｼﾒﾄｲﾌﾄ ﾏｲ ﾄﾉ ﾌｸ ｷﾉｴ：具格、随伴格、時格を使っている 

18：ﾉｵ ﾒｱ ﾌﾄ ｻﾉﾀｸ：ﾏｵではﾄﾉｵ（人間）などが省略されていて、後は必要なﾌﾄ格しかない 

19：ﾉｵ ｲﾒ-ﾏ ﾏﾄ ｽﾏｱ ｷﾏｴ ﾌｱ ﾏｴｲ：ﾏﾄ ｽﾏｱで「～のときのみ」というたったひとつの条件を

指す。ﾏﾄ格の繋辞は主節と一致しているので現在形 

20：ﾏｵ ｱﾌ ﾄﾉｷ-ﾒ ﾕﾄ ﾉｵ：主格と対格の倒置。ﾏｵ ｱﾌ ﾕﾄ ﾉｵ ﾄﾉｷ-ﾒでも変らない 



21：ｱﾌ ｴﾒ-ﾒ ｷﾌﾉｵ ｹﾒﾄ ｸﾌﾌﾀ昱：疑問文は昱をつけて尻上がりにするだけ。純詞のｸﾌﾉを文

末につけるとより明瞭に疑問文になる。同格のｹﾒﾄで少女＝ミールという図式を作っている 

22：ｱﾌﾒ ﾉｵ ｲﾕ-ﾉ ｴﾒﾒﾀﾒ ﾉﾄ ﾄﾉ ｱﾕｵ ﾉｱ ﾉﾏ：主格が長いのでｱﾌﾒ,ｱﾕｵで挟む 

23：ｱﾕ ﾉｱ ﾉﾏ ﾉﾄﾒ ﾉｵ ｲﾕ-ﾌ ｴﾒﾒﾀﾒ ﾉﾄ ﾄﾉ：it 構文に当たる。主格が長いのでﾉﾄﾒ格節をｱﾕが受

けている。格詞節が主節の後に来ているので時制が主節との対照になっている 

24：ｱﾌ ｲﾕ-ﾉ ﾉﾄ ﾄﾉ ﾏｵ ﾉｸ ﾉｵ ｳﾉ-ﾌ昱：対格のほうが長いので与格を先行させている。その

結果、対格を示すﾏｵが省略されなくなる。また、間接疑問のﾉｸ ﾉｵ ｳﾉ-ﾌという部分はﾉｵ ｳﾉ

-ﾌ ﾉｸでも構わない。前者の場合、ﾉｸは節の頭に来た純詞とみなされ、後者ではただの代詞

とみなされる 

25：ｲﾒｱｴ ｻﾉﾄ ｴﾉﾒｵ ｺﾉﾄｱ ﾃﾌｱｴ-ﾉ ﾉﾄｽﾉ ｼﾌﾄ：格詞にﾒｵを付けると接続詞になる。ｴﾉﾒｵ ｱで「ｱ

の前の」という意味になる。ﾉﾄｽﾉはﾉﾄ,ｽﾉという２つの格詞が融合したもので、「上へ」。英語

の onto,uptoなどと同じ感覚 

26：ｳﾉｳﾉｵ ﾄﾉ ﾉｶ-ﾒ ｷﾒﾄﾉｵ ｹﾒﾄ ｷﾌﾉｵ ﾒ ﾄﾉﾒ ﾒｱ ｶﾉﾄｴ：ﾄﾉは代詞の形容詞的用法で、「あの先生」。

ﾉｶ-ﾒは生徒を受け持つという意味での所有。ｷﾒﾄﾉｵ ｹﾒﾄ ｷﾌﾉｵで学生が少女であることを指し

ている。ｷﾌﾉｵがｷﾒﾄﾉｵに対して補語の関係になっている。そしてｷﾒﾄﾉｵ ｹﾒﾄ ｷﾌﾉｵ全体にﾄﾉﾒ ﾒｱ 

ｶﾉﾄｴ（父が医者であるような）が掛かっている。尚、掛けているのは接続詞のﾒで、これが

媒介になっている 

27：ﾉｵ ｳﾏｵ-ﾌﾄ ｹﾌﾉﾌｲ ｶﾉｵ ﾀﾒｼ：ｶﾉｵを数学の「＞」と捉えると分かりやすい。因みにﾀﾒｼ ｶ

ﾏｵ ｹﾌﾉﾌｲとしても文意は同じ 

28：ﾉｵ ﾄﾉｳ-ﾌ ｸﾒﾄﾌｲ ｱﾉｴ ｶﾉﾏ：ｶﾉﾏはｱﾉｴにかかる副詞。ｱﾉｴ ｶﾉﾏで biggerになる。構造的に

言い換えればmore bigに相当する 

29：ﾉﾀｸﾌｶﾉ ﾒｱ ｧｨ ｸﾌﾀ ﾒｵ ｶﾉｴ-ﾉ ｹﾒﾒｸｴ ﾌｸ ｶﾉｴｱﾒ：ヴァステは神と悪魔の戦争。ﾌｸ格で受

けるが、ｲﾉでも悪くない。ｶﾉｴ-ﾒは敵を対格に取る。味方はﾏｲ格を取る。ﾒｵは主格の関係詞 

30：ｹﾒ (ﾕｵ) ﾉｵｴﾏ ｴﾏ-ﾉｷ ﾒｱ ｲﾕ-ﾌ ｷﾌﾏ[ｳﾉｵ] ﾉﾄ ﾄﾉ：ﾕｵは対格関係詞。省略できる。ｴﾏ-ﾉｷ

で「しなければならない」。ｹﾒは「全てのこと」で、ここでは先行詞になっている。主語が

長いのでｱﾕ ﾒｱ ｲﾕ-ﾌ ｷﾌﾏ ﾉﾄ ﾄﾉ ﾉﾄﾒ ｹﾒ (ﾕｵ) ﾉｵｴﾏ ｴﾏ-ﾉｷとしても良い 

31：ﾉｸ ﾒﾄﾒｵ ﾉﾄﾉｱ ｱﾌ ﾏｶ-ﾉ ﾄﾒﾌ ｳﾉ-ﾌ昱：対格のﾉｸを文頭に純詞として倒置させているので、

対格は消失している。ﾉｸを元の位置に戻してｳﾉ-ﾌ ﾉｸ昱にしても勿論良い。ﾉﾄﾉｱは与格関係

詞で、元の節はｱﾌ ﾏｶ-ﾉ ﾄﾒﾌ ﾉﾄ ﾒﾄﾒｵ。ﾉﾄﾉｱは on whichなどに当たる 

32：ｹﾒ ﾌｱ-ﾌｵ ｸﾌ ｵﾏｹ ﾉﾄﾌｸ ｱﾌ ｲﾒｱ-ﾉ ﾉｵ：難問。繋辞は現在影響相で、対格はｸﾌ。これは「保



つ」という動詞のｸﾌ-ﾒが作るﾏｵﾉに当たり、「保たれたもの」という意味を持つ。つまりｹﾒ ﾌ

ｱ-ﾌｵ ｸﾌは「現在までに全てのことが保たれている状態だ」という意味を持つ。ｵﾏｹは格詞

で相対する対象をさす。つまり「～と比べて」である。ﾉﾄﾌｸはﾌｸ ﾌｸﾉｱと同意で、先行詞ﾌｸ

を内包した関係詞である。ﾉﾄﾌｸ自体が１語で先行詞＋関係詞になっている。ｵﾏｹ ﾉﾄﾌｸで「～

のときと比べて」の意味になる。ｲﾒｱ-ﾉは移動動詞で、対格には場所化した人も取れる 

33：ｴﾏｵ ｱﾌ ﾒｱ ﾒﾉ ｻﾌﾏ-ﾒ ｺﾒｽ ﾌﾄ ﾉｱﾒ ﾉﾄ ﾀﾉ ﾒ ﾌｱｸﾉｵ昱：ｴﾏｵは純詞で「では」。ﾒﾉもﾉﾄﾌｸ同

様、先行詞を含む関係詞。主格として使う。the man who,the thing whichに当たり、「～

する人、もの」の意味。ﾌﾄ,ﾉﾄが併記される場合、この順で並べる。ﾉﾄ,ﾌﾄの順は不自然。客は

ﾌｱｸﾉｵで、「買う人」の意味。弁護士の顧客、乗客、習い事の生徒なども全てこれ。病人は

ｶﾌﾄｱﾏｵというが、ﾌｱｸﾉｵともいえる。尚、生徒もふつうはｷﾒﾄﾉｵという 

34：ｱﾉﾄ ﾒﾄｹ ﾒ ｱﾌ ﾒｱ ﾒﾌ ﾉｵ ｴﾒ-ﾕ ﾉﾉ：ｱﾉﾄは純詞で逆接。「あなたの言葉」が主格。ﾒﾌはﾒﾉ

と同じで、機能が対格なだけ。ﾒﾌを使わないとｱﾉﾄ ﾒﾄｹ ﾒ ｱﾌ ﾒｱ ﾒﾄｹ ｳﾒ ﾕｵ ﾉｵ ｴﾒ-ﾕとなり、

若干冗長になる。文末のﾉﾉは詠嘆の純詞 

35：ﾉｴ-ﾒ ｻﾉｸ：生動詞を使う。道具の機能を発揮させるときに使う 

36：ｾﾉ ｴﾉﾌ：ﾉｴ-ﾉﾄは多様するのでｾﾉという。ﾌｴ-ﾉﾄはｾﾌ。ｾﾌの音価はﾌﾌと同じ 

37：ﾃﾉ ｹﾉｶﾉ：ﾉｴ-ﾉｳも多様するのでﾃﾉという。ﾌｴ-ﾉｳはﾃﾌ 

38：ﾉｵ ｹﾏｳ-ﾏﾕ ｱﾌ ﾏﾄ ｱﾌ ｸﾒ-ﾌ鋹：-ﾏﾕは未来否定。ｸﾒ-ﾌは代動詞で「もう一度する」。文末

記号はクーノで、急下降調 

39：ﾄﾉﾄﾉ ｱﾌ ｱﾏ-ﾌ ｸﾌﾏ ﾒ ﾉｵ鋹：ﾄﾉﾄﾉは女言葉は非難口調を示す。これは女言葉なのでﾉﾄﾉが普

通。荒くなるとﾉｿﾉになる。全て純詞扱い。ｱﾏ-ﾌは「ﾏｵに何をするのか」という疑問代動詞。

だがここでは本当に何をしているのか尋ねているのではなく、何をしているのか分かった

上で非難している。ﾉﾄﾉが無く、代わりに昱が付くと、純粋な疑問になる 

40：ｳﾌﾏｵ,ﾉｵ ｴﾏｴ-ﾉ ｱﾌ ﾌｳｱ-ﾌ ﾉｱﾌﾌﾄﾌ ｴﾒｱﾒ：ｴﾒｱﾒは文末の確認純詞。女言葉で、ふつうは

ｲﾏｲを使う。ｴﾏｴ-ﾉは使役で、ｱﾌからﾉｱﾌﾌﾄﾌまでが対格となる。対格自体が節になっていて、

使役の意味上の主語がｱﾌになっている。直訳すると「あなたがアティーリを読むことを私

は使役した。そうですよね、紫苑？」 

41：ｴﾏｵ ﾒｴ ﾄﾉ ｴﾒｱ-ﾉ ｾﾕ昱：ﾒｴは疑問を表わす純詞。ｾﾕは主格と対格の能受を入れ替える

副詞。英語と違って be動詞はいらない。ｾﾕを加えてﾕﾄ,ﾏｵを入れ替えるだけで受身ができる。

ﾉｵ ｴﾉｵ-ﾒ ﾄﾉとﾄﾉ ｴﾉｵ-ﾒ ｾﾕ ﾉｵは同じ 

42：ﾄﾉﾏ ﾄﾉ ﾌｸ-ﾉ ｸﾌﾒ ｴﾒｱ-ﾌ ｾﾕ ﾌｸ ｶﾉｴ ｱﾒｵ：ﾌｸ-ﾉは被害を表わす間接受身動詞。節をﾏｵに



取る。戦争で死ぬ場合、ｶﾏﾀｱでなくｴﾒｱを使う。アルカの受動態に迷惑性はないので被害を

示すには受動態だけでは不十分。ﾌｸはｲﾉでも良い。ｱﾒｵは文末純詞で耳で聞いた推量を指す 

43：ｱﾏ ﾉｱ ｴﾏｹ (ﾉﾄ ｱﾌ)昱：ﾒｸ ｴﾏｹ-ﾉ ｱﾏ ﾉﾄ ｱﾌと同じで、「誰かが何をあなたに起こしたか」

という意味。ｱﾏを主語にした結果、繋辞が入り、ｴﾏｹが動詞から名詞のﾏｵﾉになって「生じ

たもの」という意味に変わる。ｱﾏ ﾉｱ ｴﾏｹは「何が生じたものであるのか」という意味。動

詞は規則的に名詞になり、繋辞と結びついて受動的な意味を作る。to burn から it was 

burned を作るのと同じ理屈で、burned がアルカでは過去分詞ではなくﾏｵﾉと呼ばれる。こ

れをアルカにすると、ｷﾉﾌ-ﾒからｱﾕ ﾉｱ ｷﾉﾌを作るようなもので、ほぼ英語と同じシステム 

44：ﾏｸ ｱﾌ ｲﾒｱ-ﾉ ｻﾉﾀｸ昱：ﾏｸは時間を聞く純詞 

45：ﾉｵ ﾏｴ ﾄﾌｹ-ﾉ ｱﾒｸｴ：ﾏｴは否定で、形容詞にも副詞にもなれる。ここでは主格に形容詞

として掛かっている。「私でない人が窓を割った」が直訳。窓を割る場合はﾄﾌｹ-ﾒでも良いが、

正しくｹﾏﾀ-ﾉとしても良い 

46：ｹﾉｿｸﾉ,ﾉｵ ﾒｱ ｸﾌﾌﾀ.ﾒｴｱﾏﾄ：ｹﾉｿｸﾉは始めまして。ﾒｴｱﾏﾄはよろしく。初対面だとこれが

定型句。アシェットは人数が少ないのでｹﾉｿｸﾉは使う機会が少なく、その語源も元を辿れば

「今度ハルマになりました」から来ている 

47：ﾉﾉ,ﾉｵ ﾌｵ-ﾌﾄ ﾒﾒﾄ ﾒ ｸﾌﾏ ﾀﾉｴ ｲﾏ ﾌｴ ｴﾉ ｶﾏﾀｱ：ﾀﾉｴは回数を表わす。-ﾌﾄは希望時相詞。

ﾌｴは心理的な小ささを表わし、ｲﾏにかかっている。したがってﾀﾉｴ ｲﾏ ﾌｴで「１回でいいか

ら」という意味。ｴﾉは「前」だが、時間的にも使える 

48：ﾉｵ ｽﾏｸ-ﾒｳ ｱﾒｸｴ昱&ｱﾒﾒﾀﾒ：-ﾒｳは相手や自分に行為を提案する時相詞。ｱﾒﾒﾀﾒは no 

thank youにあたる。ｱﾒﾏ,ｴﾒﾒﾀﾒが短縮されたもの 

49：ｱﾌ ｷﾒﾄ-ﾒｳ ｶﾉﾏ昱ﾒｱ-ﾏｳ ｷﾉﾌｵ：ｶﾉﾏは副詞で、「勉強したら？」にかかり、「もっと」の

意味を表わす。クーノがあるほうが控え目。ﾒｱ-ﾏｳは「～である」「～になる」という意味

の繋辞に禁止の時相詞が付いたもので、「なってはいけない」。ｷﾉﾌｵは怠惰 

50：ﾉｵ ﾄﾒｷ-ﾌｳ ｻﾏｵ ｱﾕ昱：-ﾌｳは許可時相詞。ｻﾏｵ ｱﾕはｻﾏｵ ｲﾏﾉでも良いが、ｻﾏｵは場所と分

かっているのでわざとらしく、ふつうは言わない 

51：ﾉｵ ﾄﾏｷ-ﾕﾄﾉ ｴﾏｲﾄ ｸﾉｵ ﾒｴｲ ｱﾌｵ ﾌｸ ﾄﾒ：-ﾕﾄﾉは過去不可能時相詞。ｸﾉｵは原因格。雨が強

いことはｱﾌｵで形容する。「あのとき」はﾌｸ ﾄﾒ 

52：ｶﾏ ｴﾌｵ-ﾒ ｶﾉｵｲ：「～な人もいる」の文ではｶﾏを使う 

53：ﾉｵ ｲﾕ-ﾕｵ ｵﾒｲｱ ﾉﾄ ｷﾉ：-ﾕｵは否定影響相で、「言っていない」。ｷﾉは任意の誰か 

54：ﾕ ｳﾉ-ﾉ ﾒﾁ：ﾕは零代詞で、「誰も～ない」とか「０人」の意味 


